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研究成果の概要（和文）：当初の計画に従って、戦友会関係者へのインタビュー調査を行う

とともに、全国に散在する戦友会関係文献資料の収集・分析を行った。これらの調査結果と戦

友会に関する統計調査（2005 年、未公刊）の結果とを合わせ、戦友会に関する総合的研究の成

果報告書として『戦友会研究ノート』（青弓社刊、2012 年）を刊行した。同書によって戦友会

をめぐる諸問題が網羅的に解説されるとともに、戦後日本社会における戦友会の意味も明らか

にされた。 

 
研究成果の概要（英文）：Veteran’s voluntary association in postwar Japan is called 

sen’yukai, the number of which was said to amount to more than 5,000 at the highest. 

Following the original research plan, we had lots of interviews with the persons belonging 

to some of those sen’yukai associations. Also we collected varieties of documents published 

by each sen’yukai, which convey the detailed information with it. In 2012 we published 

Research Notes on Sen’yukai (“ Sen’yukai Kenkyu Noto”, Seikyusha, Tokyo), where we 

integrated the results of interviews and those of document study on the one hand, and the 

results of the survey research conducted in 2005 on the other. The book covers almost all 

the questions concerning sen’yukai, among which is why the unique voluntary association 

exists only in postwar Japan. Our conclusion is that the existence of sen’yukai is itself a 

severe criticism of postwar Japan as a whole. 
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１．研究開始当初の背景 

戦友会は最盛期には日本全国に５千から

１万数千存在したといわれ、当事者たちにと

っては格別な意義をもつ集団であり続けた。

しかしながらこの集団は、その存在の重みに

見合った認知を社会一般から受けていたと

はいいがたい。戦友会という集団が多数存在

し、分厚い人間関係がそこに堆積していたに

もかかわらず、この集団は戦後日本社会にお

いてほぼ「非在」に等しいものとして遇され

てきた。こうした事情は学術研究においても

同様であり、戦友会を対象とする人文・社会

科学的研究は、これまでほとんどなされるこ

とがなかった。戦争をともに戦った軍隊体験

者たちが戦後同窓会的な集団をつくるとい

う事態は、どの時代のどの社会においても見

出すことができる。ただ戦後日本社会におけ

る戦友会と同様の質をもった集団は、少なく

とも第二次大戦後の世界においては、日本以

外のどこにも存在しない。つまり戦友会とい

う集団は戦後日本社会に特有の集団であり、

その限りで戦後日本社会の特質を映し出す

鏡としての意味をもっている。したがって戦

後日本社会の特質の解明に関心を抱く社会

科学にとって、戦友会は比類なく大きな学術

的意義を有する研究対象である。にもかかわ

らず、戦後社会一般による「非在」の扱いの

影響を受けたためか、戦友会は学術研究の対

象としてほとんど認識されることがなく、戦

友会を対象とする学術的研究は、実際上、本

研究グループのみによって担われてきた 

本研究グループの主要メンバーは、ほぼ 30

年前に戦友会研究に着手し、二度の全国規模

の調査を行い、その研究成果をすでに『共同

研究･戦友会』（高橋三郎編、田畑書店、1983

年、新装版は、インパクト出版会、2005 年）

として公刊していたが、2004 年に新たな研究

グループが組織され、それ以来戦友会研究を

継続している。30 年前の研究が第一次の戦友

会研究とすると、2004 年に開始されて現在に

至る研究は、第二次戦友会研究と位置づける

ことができる。そこでの研究主題は、戦友会

の集団そのものというよりは、その集団と戦

後日本社会との関係である。つまり戦争体験

者の戦後体験を見ることを通して戦後日本

社会における戦友会の意味をより深部まで

掘り下げて理解すること、これが第二次戦友

会研究の主題である。 
２．研究の目的 

上記主題についての研究を進めるため、

2005年秋に標本数3,625から成る全国規模の

戦友会調査を実施し、その調査結果を『戦友

会に関する統計調査資料』（戦友会研究会編、

2008 年）としてまとめた。 

本研究は、上記調査における量的な把握の

成果を前提とし、研究の歩を更に進めるべく

構想された。すなわち一方で、量的な把握と

並行してなされてきた理論的研究の深まり、

他方で調査対象である諸戦友会との協力関

係の深まりを背景にして、量的な把握から質

的な把握へと歩を進めるに至った。質的な把

握を付け加えることを通して、戦友会につい

ての総合的な把握を試みること、これが本研

究の研究目的であった。 

上記目的に沿った研究を進めるため、二つ

のより具体的な研究目的を設定した。すなわ

ち（１）「戦友会と戦後日本社会の関係」と

いうテーマで戦友会会員たちへのインタビ

ュー調査を試みること、（２）各戦友会が保

有する文献資料（戦友会が定期的に発行する



会報、会誌、さらには戦友会史、部隊史など）

の収集・整理・分析すること、である。 

上記のインタビュー調査および文献調査

によって明らかにしようとしたことは、①各

戦友会の成立から現在に至るまでの事実関

係を詳細に掘り起こして、各戦友会の戦後史

を描き出すこと、②戦友会が成員たちにとっ

てどのような意味をもつ集団であり続けた

のかを、成員たちの意識に即して明らかにす

ること、③戦後日本社会における戦友会の社

会的意味を明らかにすること、の 3点である。 

３．研究の方法 

研究目的の（１）については、2005 年調

査に回答を寄せた 888 の戦友会の中から、母

体となった集団のちがいや体験のちがい、地

域性などさまざまなファクターを考慮し、さ

らに調査に対する協力的反応の有無という

点も参照して、調査対象として妥当だと思わ

れる 6つの戦友会を選び出し、入念なインタ

ビュー調査を行った。その際、各戦友会の世

話人だけでなく、世話人に紹介してもらった

戦友会会員をも調査対象とし、戦友会という

集団レベルの情報だけでなく、個人レベルの

情報の把握にも努めた。当初 20 戦友会のイ

ンタビュー調査を計画したが、戦友会の解

散・消滅は予想以上のスピードで進んでおり、

調査対象を縮小せざるをえなかった。しかし

よりインテンシヴな情報収集はできたと評

価しうる。 

研究目的の（２）については、2005 年調査

時に各戦友会から寄贈を受けた膨大な文書

資料、および靖国偕行文庫、奈良県立図書情

報館に所蔵されている資料、さらに全国の公

立図書館所蔵資料を調査対象とした。これら

のうち、公立図書館所蔵資料の調査研究は未

完であり、今後継続の必要がある。また収集

された資料、情報は、上記①②③のために活

用されたが、同時に現在計画中の戦友会デー

タベース構築のための基礎資料として使用

される予定である。 

４．研究成果 

前述の①～③に即して成果を述べておき

たい。 

まず①（各戦友会の戦後史）について。イ

ンタビュー調査と文献調査によって、少数で

はあるが、特定の戦友会の戦後史を克明に明

らかにすることができた。インタビューによ

らなければ聞き出せない情報の集積によっ

て、戦後史の一断面を明らかにしえた。 

②（戦友会会員にとっての戦友会の意味）

についても、詳細な聞き取りによって明らか

にすることができたと評価しうる。戦後日本

社会においては、戦友との語らいや戦死者や

軍隊についての思い出話をする場所は戦友

会以外にはなかったし、彼らにとっては戦友

会こそが戦死者を弔うのに最もふさわしい

場所なのであった。 

最後に③（戦後日本社会における戦友会の

社会的意味）について。本研究においては、

アメリカ、イタリアなどとの比較研究も行っ

たが、戦後日本の戦友会と同様の質をもった

軍隊体験者たちの集団は、それらの国には存

在していない。親睦や慰霊を主目的とし、特

定の政治目的の達成をまったくめざさない

戦友会の存在様態は、戦後日本に独特のもの

である。その存在自体が、かつて一個の現実

として存在した戦争・軍隊をまったくの「非

在」として扱う戦後日本社会に対する痛烈な

批評となっている。このことが戦友会の社会

的意味といいうるだろう。 

2012 年 3 月に本研究の研究成果報告書の

意味をもつ『戦友会研究ノート』（青弓社刊、

戦友会研究会著）を刊行した。同書は全 60

項目に分けて戦友会を網羅的に解説したも

のであり、本研究の成果が随所に盛り込まれ

ている。「戦友会をつくる」「戦友会の経年変



化」「戦友会と世話人」「妻からみた戦友会」

「戦友会の終わり方」などにおいては、イン

タビュー調査の成果がそのまま取り込まれ

ている。また「部隊史（誌）と戦友会史（誌）」

「戦友会報」などは、現時点における文書資

料調査についてのまとめとなっている。「ア

メリカの戦友会」「GI ビル」「第二次世界大戦

後のヨーロッパにおける退役軍人・復員兵」

の各項目の記述は、国際比較研究の成果であ

る。 
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